
１月 7 日、市民会館と生涯学習センター・ペアーノ、明野公民館イル・ブリ
ランテ、協和公民館の各会場で、平成19年成人式を開催。艶やかな振袖やスー
ツ姿で参加した新成人を、市をあげて祝福しました。［２ページに関連記事］

華やかに門出を祝う
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平成 19 年 成人式
　『成人の日』の 1 月８日を中心に、全国各地で新成人の門出を祝う式典や催しが開催されました。
　筑西市でも７日、市民会館と生涯学習センター・ペアーノ、明野公民館イル・ブリランテ、協和公
民館の４会場で、それぞれ成人式を挙行。新成人が委員となって成人式実行委員会を組織し、各
会場ごとに式典の運営に携わりました。（写真は市民会館で行った下館地区の成人式より）
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　総務省の人口推計によると、今年１月現在の 20 歳の人口は 139 万人（男
性 72 万人、女性 67 万人）で、昨年に比べ約４万人減少しています。
　また筑西市の新成人（昭和 61 年４月２日～ 62 年４月１日生まれ）は、下
館地区 719 人、関城地区 204 人、明野地区 215 人、協和地区 166 人。
あわせて 1,304 人となり、昨年の 1,517 人と比べ 213 人減少しました。

※昭和 61 年８月の小貝川
大水害。台風による集注豪
雨が、現在の筑西市全域に
大きな被害をもたらしました。
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　平成 19 年筑西市消防団出初式が１月７日、市役所駐車場で開催されました。張りつめた空

気のなか、43 分団約 700 人の消防団員が黒の制服に身を包み式にのぞみました。人員服装点

検、機械器具点検では、日ごろの訓練の成果が充分に生かされていました。パレードの後には、

勤行緑地公園で放水訓練が行われ、43 台の消防自動車から放水された水が、新春の青空に美

しい虹をかけていました。当日表彰された、消防団員のみなさんを紹介します。（敬称略）　

崇高な使命のために
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■ 問い合わせ　市民税課市民税第一係　（内線 452、466、469、470）

　２月 16 日（金）から市・県民税の申告（平成 19 年１月１日現在で筑西市に住所がある人。ただし、確

定申告をする人、年末調整済の給与所得以外に所得のない人は必要なし）と所得税の申告が始まりますので、

早めに申告を済ませましょう。混雑を避けるために、一部の人には昨年の申告に基づき申告書を郵送し、受

付の日時を指定しましたので、その日時に手続きをお願いします。

申告に必要なもの＝①印鑑　②給与・年金の源泉徴収票、帳簿、収入内訳書（農業経営等のお尋ね）などの

所得を算出するために必要な書類　③医療費、社会保険料（国民年金保険料は証明書を添付）、生命保険料、

個人年金保険料、損害保険料などの支払証明書　※農業所得の申告については、本年から収支計算による申

告になりますので『農業経営等のお尋ね』を必ず作成のうえ、申告時に提出してください。

市・県民税と所得税の
申告期限は、３月15 日　です。（木）

２月 生涯学習センター 明野公民館 協和公民館

16日（金） 関本地区 大村地区 小栗地区

17日（土） 関本地区 大村地区 小栗地区

19日（月） 関本地区 大村・長讃地区 小栗・新治地区

20日（火） 関本・河内地区 長讃地区 新治地区

21日（水） 河内地区 上野地区 新治地区

22日（木） 河内地区 上野地区 新治地区

23日（金） 黒子地区 村田地区 新治地区

26日（月） 黒子地区 村田・鳥羽地区 古里地区

27日（火） 黒子地区 鳥羽地区 古里地区

３月 文化ギャラリー（スピカ６Ｆ）

１日（木） 嘉田生崎地区

２日（金） 河間・大田地区（幸町 1・２・３丁目）

３日（土） 大田地区（西方・玉戸）

５日（月） 大田地区（一本松・二木成・野殿・下野殿・布川）

６日（火） 伊讃・川島・竹島・養蚕地区

７日（水） 伊讃・川島・竹島・養蚕地区

８日（木） 伊讃・川島・竹島・養蚕地区

９日（金） 伊讃・川島・竹島・養蚕地区

12 日（月） 伊讃・川島・竹島・養蚕地区

13 日（火） 旧市内・五所・中地区

14 日（水） 旧市内・五所・中地区

15 日（木） 旧市内・五所・中地区

申告受付日時

２月16日（金）～３月15日（木）
午前9時～11時　午後１時～３時30分

会場

下館税務署から確定申告についてのお知らせ

※スピカでの申告の際は、３時間まで無料のスタンプを駐車券に押印しますので、駐車券を必ずご持参ください。

所得税・贈与税の申告及び納期限は…………
消費税（個人事業者）の申告及び納期限は…

３月 15日（木）までです。
４月２日（月）までです。

開設期間　４月２日（月）まで　（土曜日・日曜日・祝日は除きます。）

受付時間　午前９時～午後４時まで 正午から午後１時までの間は申告相談は行っておりませんが、
申告書の受付と申告書用紙の配付などは行っています。（ ）

確定申告書の提出・相談会場は…コミュニティプラザ（スピカ６Ｆ）です。

■ 問い合わせ　下館税務署　申告・納税・相談（℡ 25-3391）　

４
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■平成 19 年筑西市新年賀詞交歓会を開催

　１月６日、ＪＡ北つくば、下館商工会議所、筑
西市関城商工会、筑西市明野商工会、筑西市協
和商工会と市の主催による新年賀詞交歓会を市
内で開催。行政や経済、教育など、各種団体の
代表者や関係者約 400 人が一堂に会し、新年
の門出をともに祝いました。
　この日は、筑西市名誉市民でファナック株式会
社名誉会長の稲

いな

葉
ば

清
せ い え も ん

右衛門氏（81 歳）が出席し、
「ものづくりの分野でふるさとに貢献したい」な
どとあいさつ（写真上）。同社は世界有数の産
業用ロボットメーカーで、市内松

まつ

原
ばら

に造成中のつ
くば明野北部工業団地の全用地を取得、新工場
の建設を予定しています。

■坪松亨さんに青少年育成運動推進功労者表彰
　坪

つぼ

松
まつ

亨
あきら

さん（72 歳・海
え

老
び

ヶ島
しま

）が、社団法
人青少年育成国民会議から運動推進功労者表彰
を受けました。青少年育成筑西市民の会副会長
として、青少年の健全育成運動推進に貢献した
功績などが認められての表彰です。

■ＩＴ防災訓練を実施

　阪神・淡路大震災から 12 年を迎えた１月 17
日、国土交通省下館河川事務所と茨城県、筑西
市によるＩＴ防災訓練を実施しました。訓練には、
光ファイバーや衛生通信などの最新情報技術を
利用。河川の出水など被害状況の把握、テレビ
会議による情報の共有、携帯電話を使用した災
害情報提供の実験が行われました。

行
革
を
よ
り
進
め
る
た
め

プ
ラ
ン
を
見
直
し
ま
す 

　

昨
年
３
月
に
策
定
し
た
『
筑
西
市

集
中
改
革
プ
ラ
ン
』
は
、
筑
西
市
の

行
政
改
革
を
推
進
す
る
具
体
的
目
標

を
定
め
た
も
の
で
、
そ
の
目
標
は
、

平
成
21
年
度
ま
で
の
達
成
を
目
指
す

も
の
で
す
。
今
年
度
、
市
は
『
集
中

改
革
プ
ラ
ン
実
施
手
順
書
』を
定
め
、

そ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
市
は
『
行
政
改
革
大

筑
西
市
行
政
改
革
の
実
行
目
標
と
な
る

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
見
直
し
素
案
に

み
な
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

集中改革プラン
見直し素案意見募集

　素案に対する意見は、住所・氏名・電話番号を明記の
上、下記の期間中に、電子メールで送付していただく
か、任意の様式で筑西市総務部行政改革推進課まで郵便・
ファックスなどで送付してください。

記

１．素案の公開期間・意見募集の期間

　　　平成 19 年２月上旬～ 16 日（金）

２．問い合わせ・送付先

　　　筑西市総務部行政改革推進課
　　　〒３０８ｰ８６１６　筑西市下中山７３２- １
　　　TEL：０２９６- ２４- ２１１１( 内線 317 ･ 318)
　　　FAX：０２９６- ２４- ７３３３
　　　e-mail：gyousei@city.chikusei.lg.jp

綱
』
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
ま
も

な
く
完
成
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
プ
ラ

ン
の
内
容
を
大
綱
が
示
す
方
針
に
合

わ
せ
、
筑
西
市
の
行
政
改
革
を
推
進

す
る
行
動
計
画
と
な
る
よ
う
に
、
プ

ラ
ン
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
『
筑
西
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
』
の

見
直
し
素
案
へ
の
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
素
案
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市

役
所
本
庁
舎
２
階
の
行
政
改
革
推
進

課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

行
政
改
革

市民福祉
の実現

健全な
財政運営

５



あ
ら
か
る
と

筑
西

　

日
本
観
光
協
会
が
主
催
す
る
「
花
の
観

光
地
づ
く
り
大
賞
」
で
観
音
川
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
実
行
委
員
会
（
渡わ

た

辺な
べ

昭て
る

会
長
）
が

『
奨
励
賞
・
花
の
触
れ
合
い
賞
』
を
受
賞

し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
花
の
名
所
や
景

観
を
整
備
し
、
地
域
の
観
光
振
興
に
寄
与

し
て
い
る
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
県

内
で
は
初
め
て
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
副
賞
と
し
て
90
万
円
相
当
の
花
の
プ

ラ
ン
タ
ー
が
協
会
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
は
観
音
川
沿
い
３
・
２

㎞
に
コ
ス
モ
ス
、
宮
山
公
園
に
隣
接
す
る

畑
４
・
７
ha
に
は
、
ひ
ま
わ
り
を
栽
培
し
、

多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

舞い上がる炎に無病息災を願う
　

小
正
月
を
祝
う
『
ど
ん
ど
焼
き
』
の
行

事
が
市
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
ん

ど
焼
は
用
の
済
ん
だ
破
魔
矢
や
だ
る
ま
、

し
め
縄
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
焼
き
、
そ
の

火
で
焼
い
た
餅
を
食
べ
、
無
病
息
災
を
願

う
も
の
で
す
。

　

１
月
14
日
に
は
明
野
地
区
の
東ひ

が
し
ほ
ず
え

保
末
で

ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
さ
約

５
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
櫓や

ぐ
らに

点
火
さ
れ
る

と
、乾
い
た
藁わ

ら

が
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
、

参
加
し
た
人
た
ち
の
顔
を
真
っ
赤
に
染
め

ま
し
た
。
焼
い
た
餅
を
食
べ
た
子
ど
も
た

ち
は「
今
年
は
こ
れ
で
風
邪
ひ
か
な
い
ね
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
、
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ペ

ア
ー
ノ
で
、『
大
好
き
い
ば
ら
き 

ネ
ッ
ト
ワ
ー

カ
ー
活
動
推
進
大
会 

県
南・県
西
ブ
ロッ
ク
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
な
ど

の
地
域
活
動
を
県
民
や
企
業
、
行
政
の
連

携
で
支
え
あ
う
『
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民

運
動
』
普
及
に
努
め
る
、
県
南
・
県
西
地

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
約
３
６
０
人
が
参
加
。

村
田
三
所
神
社
の
神
輿
を
23
年
ぶ
り
に
復

活
さ
せ
た
村
若
会
会
長
の
大お

お

吉よ
し

貞さ
だ

順よ
し

さ
ん

な
ど
が
事
例
発
表
を
行
い
、
ち
び
っ
こ
合
唱

隊
、
こ
ま
く
さ
コ
ー
ラ
ス
、
明
野
遊
鼓
座
が
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
合
唱
や
太
鼓
演
奏

を
披
露
し
ま
し
た
。

市内各地でどんど焼き

花の観光地づくりで奨励賞 観音川フラワーロード

見直そう地域の良さ 大好きいばらきネットワーカー活動推進大会



筑西あらかると

詳細は変更になる場合があります。事前に確認しておでかけください。

 ぼくたち・わたしたち １歳になりました

７ おでかけガイド／わが家のアイドル

平成 18 年４月生まれのお子さんの写真を募集しています。写真裏面に①お子さんの氏名・ふりがな・生年月日・性別 ②保護
者氏名・郵便番号・住所・電話番号を明記し、２月 28 日（水）までに市広報広聴課へ。応募者多数の場合は抽選とします。

（日） ～ありがとう～天童よしみコンサート
下妻市民文化会館［下妻市℡ 43-2118］昼の部・開演午後
２時 30 分　夜の部・開演午後６時 30 分　シングル券 6,500
円 ペアー券 12,000 円（全席指定） チケット好評発売中

アイドル募集

鈴
すず

木
き

　漣
れん

 くん

２月２日生（高津）
石
いし

塚
つか

 直
なお

揮
き

 くん

２月４日生（田中町）
大
おおやま

山 はるな ちゃん

２月８日生（茂田）
鴻
こ う だ

田 真
ま な と

翔 くん

２月８日生（本城町）
五
い が ら し

十嵐 夢
む げ ん

元 くん

２月９日生（樋口）

篠
しのざき

崎 由
ゆ い

依 ちゃん

２月９日生（茂田）
田
た な か

中 大
たいせい

惺 くん

２月11日生（市野辺）
廣
ひ ろ せ

瀬　歩
あゆみ

 ちゃん

２月14日生（藤ヶ谷）
大
おおしま

島 咲
さ き

希 ちゃん

２月16日生（門井）
岡
お か だ

田 輝
こ う た

太 くん

２月18日生（伊佐山）

鈴
す ず き

木 英
えいしん

新 くん

２月20日生（柳）
野
の だ

田 圭
け い ご

悟 くん

２月23日生（中館）
山
やまぐち

口 向
ひ ま り

日葵 ちゃん

２月24日生（築地）
稲
い な ば

葉 洸
ひ ろ と

翔 くん

２月25日生（村田）

川井郁子　ヴァイオリンコンサート
小美玉市立総合文化センターコスモス［小美玉市℡ 0299-26

‐9111］開演 午後６時 30 分 3,000 円（全席指定）ソリストと
して、活躍の場を海外にも広げています。チケット発売中

３/18

（金）３/23

綾戸智恵コンサート 2007
栃木県総合文化センター［宇都宮市℡ 028-643‐1013］
開演 午後４時 30 分 7,000 円（全席指定）強烈な感動を与
えてくれるエネルギッシュなコンサートをお楽しみください。

（土）３/24

再興第 91 回院展茨城五浦展
茨城県天心記念五浦美術館［北茨城市℡ 0293-46-5311］
開館時間 午前９時 30 分～午後５時 月曜休館 一般 500 円 
高大生 300 円 小中学生 200 円　３月25日（日）まで開催

（木）３/８ から

２/18（日）まで 春を呼ぶ福寿草まつり
茨城県フラワーパーク［石岡市℡ 0299-42-4111］ 開園時間
午前９時から午後４時 大人 370 円 小人 190　月曜休館
■同時開催　球根ベコニア展…５月31日（木）まで

第５回　現代茨城作家美術展

茨城県近代美術館［水戸市℡ 029‐244‐5553］ 開館時間
午前９時 30 分から午後５時　月曜休館（最終日は開館）入
場無料 市内在住の作家の作品（下記）も展示されています。
■洋画　　　飯泉俊夫　～琴を弾く男（はにわ）～
　　　　　　柳田　昭　～忘れえぬところ～
　　　　　　舘野　弘　～僕たちの将来 －囚われの形で－ ～
■工芸美術　大西　勲　～曲輪造黒・朱溜盛器～
■書　　　　鶴見香萩　～韓翃詩～　　　　 （敬称略）

２/12（月）まで

加山又造展
茨城県近代美術館［水戸市℡ 029‐244‐5553］ 開館時間
午前９時 30 分から午後５時 月曜休館 一般 830 円 高大生
580 円 小中学生 350 円　３月25日（日）まで開催

２/17（土）から



８

おたより

６年生が描
くわたしの夢・このまちの未来 マイドリムー・

日ごろの暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。広報広聴課まで

新
聞
記
者
に
な
っ
て
特
色
や

文
化
財
な
ど
を
記
事
に
し
た

い
な
。
誰
も
が
住
ん
で
み
た

い
と
思
う
よ
う
な
き
れ
い
な

ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

杉
すぎやま

山  弥
み か

加 広
ひ ろ せ

瀬  真
ま い

唯

ぼ
く
の
夢
は
、イ
タ
リ
ア
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
の
ユ
ベ
ン
ト
ス

で
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と
。
筑

西
市
を
み
ん
な
が
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

多
く
の
人
に
感
動
を
与
え
ら

れ
る
よ
う
な
世
界
一
の
マ
ラ

ソ
ン
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

お
年
寄
り
が
豊
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
な
。

私
は
将
来
、
困
っ
て
い
る

人
を
助
け
る
仕
事
が
し
た

い
で
す
。
筑
西
市
を
み
ん
な

が
ず
っ
と
住
ん
で
い
た
い

と
思
う
ま
ち
に
し
た
い
な
。

将
来
の
夢
は
、
今
や
っ
て

い
る
剣
道
を
続
け
て
指
導

者
に
な
る
こ
と
。
み
ん
な

が
安
全
に
暮
ら
せ
る
自
然

豊
か
な
ま
ち
に
し
た
い
な
。

ぼ
く
の
夢
は
、
漫
画
家
に

な
る
こ
と
。
筑
西
市
に
暮

ら
す
人
た
ち
が
、
豊
か
な

心
で
過
ご
せ
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
。

安
や す だ

田  翔
しょうた

太 廣
ひ ろ せ

瀬  隆
りゅうた

太 小
こばやし

林  啓
けいすけ

亮海
え び は ら

老原 光
み き

希

ぼ
く
は
将
来
、
プ
ロ
野
球

選
手
の
中
で
も
投
手
に
な

り
た
い
で
す
。
み
ん
な
が

人
に
優
し
い
ま
ち
に
な
っ

て
ほ
し
い
な
。

私
は
将
来
、
警
察
官
に
な

り
た
い
で
す
。
犯
罪
が
な

く
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

筑
西
市
に
し
た
い
な
。

ぼ
く
の
夢
は
、
消
防
士
に

な
る
こ
と
。
み
ん
な
が
安

心
し
て
、
平
和
に
暮
ら
せ

る
筑
西
市
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
の
将
来
の
夢
は
、
優
し

い
幼
稚
園
の
先
生
に
な
る

こ
と
で
す
。
私
は
思
い
や

り
の
あ
る
、
協
力
し
合
う

筑
西
市
に
し
た
い
な
。

内
う ち だ

田  真
ま さ と

杜土
つ ち や

谷  龍
りゅうと

斗小
こばやし

林 茉
ま り こ

莉子

根
ね ご や

小屋あゆみ

　

先
日
、
旧
下
館
市
五
所
地
区
に
あ

る
下
館
総
合
体
育
館
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

駐
車
場
に
つ
く
と
、
身
体
障
害
者

用
駐
車
場
が
満
車
で
、
付
近
の
駐
車

場
通
路
も
満
杯
状
態
で
し
た
。
体
育

館
か
ら
離
れ
た
駐
車
場
の
奥
の
方
は

空
車
が
目
立
ち
、
障
害
者
の
方
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
も
開
催
し
て
い
る
の

か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

体
育
館
で
は
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
身
体
障
害
者

用
駐
車
場
に
と
め
て
あ
っ
た
の
は
、

父
兄
の
方
々
の
車
で
し
た
。
駐
車
場

の
区
分
な
ど
お
か
ま
い
な
し
で
、
体

育
館
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
駐
車
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　

い
く
ら
子
ど
も
た
ち
に
倫
理
道
徳

を
語
ろ
う
と
も
、
親
が
最
も
悪
い
見

本
と
な
っ
て
い
て
は
、
子
ど
も
の
価

値
観
が
正
し
く
育
つ
の
は
と
て
も
難

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　

匿
名
男
性
（
小
川
・
41
歳
）

親
は
子
ど
も
た
ち
の
良
い
見
本
に

大
田
小
学
校
児
童
数
８
１
１
人

児
童
数
１
８
５
人

小
栗
小
学
校



９

スナップ

人輝く

筑西あらかると

スナップ／輝く人

石
こ
ろ
に
描
い
た
似
顔
絵
を
通
し

　

  

広
が
る
人
の
輪
、ま
ち
お
こ
し
の
輪

石
こ
ろ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の『
ス
ト
ー
ン
並
木
』こ
と

並な

み

木き 

勝か

つ

利と

し

さ
ん
（
女お

ざ

方か
た

）

　市地域女性団体連絡会（関根静子会長）
では毎月、未就学の子どもたちと親を対象
にした子育て支援イベントを開催していま
す。１月 23 日には、下館地域交流センター
で心と体のバランスをとる「健康体操」が
行われ、親子で楽しく汗を流しました。
　みなさんもぜひ、子育て支援イベントに
参加してお友達をたくさん作りませんか。

みんなで子育て
親子で学び・楽しく遊ぶ子育て支援

 

「
糖
尿
病
を
わ
ず
ら
い
２
年
前
に
入
院
。
退
院
後
、
運

動
の
た
め
に
近
所
の
河
原
を
散
歩
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

足
も
と
の
石
が
猫
の
形
に
見
え
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
そ

の
石
を
拾
っ
て
帰
り
、
猫
の
絵
を
描
い
た
の
が
始
ま
り

で
す
」
と
語
る
の
は
、
鬼
怒
川
の
河
原
に
こ
ろ
が
る
自

然
石
を
拾
い
集
め
、
有

名
人
や
動
物
な
ど
の
絵

を
描
き
続
け
る
並
木
勝

利
さ
ん
（
63
歳
）。
こ
れ

ま
で
に
描
い
た
作
品
は
、

相
撲
の
琴
欧
州
（
写
真

右
）
や
野
球
の
松
坂
大

輔
（
同
中
央
）、
卓
球
の

福
原
愛
（
同
左
）
な
ど

約
１
６
０
点
に
お
よ
び
ま
す
。
昨
年
は
市
立
中
央
図

書
館
で
、『
石
こ
ろ
・
コ
ロ
リ
ン
展
』
と
題
し
て
作
品

を
展
示
。
ま
た
、関
城
支
所
を
会
場
に
行
わ
れ
た
『
ど

す
こ
い
ペ
ア
』
で
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
来
場
し
た
琴

欧
州
か
ら
「
ぜ
ひ
自
分
の
似
顔
絵
作
品
を
譲
っ
て
欲

し
い
」
と
頼
ま
れ
、
横
綱
に
な
っ
た
ら
贈
呈
す
る
こ

と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　
「
市
内
外
の
老
人
介
護
施
設
や
幼
稚
園
を
慰
問
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
基
本
は
自
分
が
楽
し
む
こ
と
で
す
ね
。
老
人
介

護
施
設
で
は
、
作
品
を
前
に
三
味
線
片
手
で
自
作
の

都ど

都ど

逸い
つ

を
披
露
。
中
に
は
喜
ん
で
踊
り
出
す
お
年
よ

り
も
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
は
石
を
使
っ
た
お
絵

か
き
遊
び
。
石
が
き
っ
か
け
で
、
た
く
さ
ん
の
出
会

い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
出
会

い
を
、
ぜ
ひ
筑
西
の
ま
ち
お
こ

し
に
も
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま

す
」。
毎
日
河
原
を
歩
き
、
鬼

怒
川
の
自
然
と
四
季
の
移
り
変

わ
り
に
触
れ
て
い
る
並
木
さ
ん
。

そ
の
た
め
か
、
今
で
は
体
調
も

　
　

回
復
し
た
そ
う
で
す
。
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自
分
た
ち
の
力
で
防
犯
活
動

各
地
区
で
子
ど
も
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

　

栃
木
県
今
市
市
で
小
学
１
年
生
の
女
児
が
犠

牲
と
な
っ
た
事
件
は
、
１
年
以
上
た
っ
た
今
で

も
犯
人
が
逮
捕
さ
れ
て
お
ら
ず
、
地
域
の
不
安

は
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
同
じ
よ
う
な
事
件

が
全
国
で
発
生
し
て
お
り
、
市
内
で
も
不
審
者

　下校途中の小学生をねらった犯罪が全国で多発し、罪のな
い子どもたちが犠牲となる事件に、深い悲しみと犯人に対す
る怒りを覚えます。これまでも、行政や学校などでは事件の
防止にさまざまな取り組みを行ってきましたが、子どもの安
全を守るのには限界がありました。
　いま、市内には「地域の子どもたちは自分たちの手で守ろ
う」と組織されたボランティアの守る会が各地区で活躍して
います。子どもたちを見守る地域の取り組みを紹介します。

み
ん
な
で
守
る

発
生
の
情
報
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

行
政
や
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
危
険
箇

所
の
点
検
や
巡
回
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
人
的
、
地
理
的
に
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、

保
護
者
や
自
治
会
、
老
人
会
な
ど
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
で
す
。　

　

昨
年
12
月
に
設
立
さ
れ
た
、『
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
中な

か

地
区
』
は
中な

か

小
学
校
児
童
の
登

下
校
の
安
全
を
見
守
り
ま
す
。
約
２
９
０
人

の
会
員
が
３
人
一
組
で
下
校
時
の
付
き
添
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
年
生
の
高
橋
美
帆
さ

ん
は
「
自
分
た
ち
の
安
全
を
守
っ
て
く
れ
て
う

れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

中
地
区
の
よ
う
に
「
地
域
の
安
全
は
、
自

分
た
ち
の
力
で
」
行
う
防
犯
活
動
は
、
現
在
、

市
内
11
の
地
区
や
自
治
会
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
８
月
に
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
制
度
を
導
入
し
ま
し

た
。
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
と
は
、

各
小
学
校
を
定
期
的
に
巡
回
し
て
、
警
備
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
指
摘
し
、
安
全
体
制
の
評

価
や
、
登
下
校
時
に
見
守
り
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
に
具
体
的
な
指
導
を
行
う
も
の

で
す
。
市
内
で
は
、杉
山
勝
男
さ
ん
（
薬
師
町
）

と
河
野
精
次
さ
ん
（
松
原
）
が
委
嘱
さ
れ
て

い
ま
す
。「
事
件
の
防
止
に
は
、
地
域
み
ん
な

の
目
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
こ
と
が
大
切

で
す
」
と
杉
山
さ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
、
学
校
と
地

域
が
一
体
と
な
っ
た
安
全
づ
く
り
は
確
実
に

進
ん
で
い
ま
す
。

行
政
の
取
り
組
み

村
む ら か み

上 叶
かのう

  会長

スクールガード中地区

　
「
中
地
区
の
子
ど
も
た
ち
は
地
域

み
ん
な
の
手
で
必
ず
守
る
」
栃
木
県

今
市
市
で
お
き
た
小
学
一
年
生
女
児

の
悲
し
い
事
件
、
そ
の
児
童
が
遺
棄

さ
れ
た
現
場
を
見
た
と
き
私
は
誓
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
た
め
、「
地
域
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
と
し
て
活
動
は
し
て
い
ま
し
た

が
、
組
織
化
さ
れ
て
な
か
っ
た
た
め

に
、
効
果
的
で
継
続
的
な
安
全
体
制

の
確
保
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
自
治
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

各
種
団
体
に
協
力
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
み
な
さ
ん
も
危
機
意
識
を
持
っ

て
い
た
ん
で
す
ね
、
ト
ン
ト
ン
拍
子

に
会
は
組
織
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

下
校
時
の
付
き
添
い
は
、
子
ど
も

た
ち
、
保
護
者
、
そ
し
て
私
た
ち
と

の
三
世
代
の
交
流
の
場
で
も
あ
り
ま

す
。
お
互
い
の
名
前
を
覚
え
、
気
軽

に
話
が
で
き
よ
う
に
な
る
。
こ
う
い

う
活
動
が
防
犯
効
果
を
高
め
て
い
く

の
だ
と
思
い
ま
す
。

最後の１人まで送り届けます

中地区では、スクールガードの会員がリレー
方式で子どもたちを自宅まで送り届けます。
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親
睦
を
深
め
る
場
と
し
て

　

私
が
住
む
旧
下
館
市
の
谷
中
で
は
、毎
年
12
月
に
、集
落
が
一
体
と
な
っ
て
『
竜

り
ゅ
う

神じ
ん

祭さ
い

』
を
行
っ

て
い
ま
す
。
古
く
は
各
家
庭
で
ご
馳
走
を
作
っ
て
食
べ
る
な
ど
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
鎮
守

様
で
あ
る
『
八は

ち

龍り
ゅ
う

神
社
（
龍
神
様
）』
に
皆
が
集
ま
っ
て
行
う
よ
う
に
な
り
、
今
年
で
30
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
『
龍
神
祭
』
を
紹
介
し
ま
す
。

竜
神
様
を
通
し
て
深
ま
る
地
域
の
和

12
月
の
第
一
日
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。
集
落
に

住
む
21
世
帯
を
東
組
、
西
組
、
南
組
の
３
組
に
分

け
、
毎
年
持
回
り
で
そ
の
う
ち
１
組
が
、
お
祭
り
の

当
番
と
な
り
ま
す
。
当
番
に
当
っ
た
組
は
前
日
よ

り
準
備
に
と
り
か
か
り
、
家
族
全
員
が
協
力
し
て
、

お
祭
り
で
食
べ
る
ご
馳
走
を
準
備
。
そ
し
て
当
日
、

集
落
の
皆
に
振
舞
う
の
で
す
。
お
祭
り
は
、
自
治

会
長
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
で
10
時
ご
ろ
に
始
ま
り
ま

す
。
終
わ
り
は
そ
の
年
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
。
ご
馳

走
を
い
た
だ
き
余
興
を
楽
し
ん
で
、
午
後
に
は
終

了
し
ま
す
。

　
『
龍
神
祭
』
は
、
神
様
を
お
祝
い
す
る
場
で
あ
り
、

隣
近
所
の
和
を
深
め
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
最
近

で
は
、
ご
馳
走
を
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
余
興

と
し
て
輪
投
げ
な
ど
を
行
い
、
集
落
内
の
親
睦
を

深
め
て
い
ま
す
。
輪
投
げ
に
は
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
全
員
が
参
加
。
こ
の
と
き
ば
か
り
は
皆
、
我

を
忘
れ
て
一
生
懸
命
で
す
。
こ
の
よ
う
な
汗
の
か

き
方
も
な
か
な
か
い
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
毎
日
毎
日
私
た
ち
谷
中
の
集
落
の
生

活
を
見
て
い
て
く
れ
る
『
龍
神
様
』
に
感
謝
し
、

須
す

藤
とう

 いち子
こ

さん（谷
や

中
なか

）

■このコーナーを担当したのは、

無
事
に
お
祭
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お

祭
り
を
準
備
し
て
い
る
と
き
は
始
ま
る
の
が
楽
し

み
で
す
が
、
終
わ
る
と
何
か
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち

に
な
り
、
ま
た
反
面
、
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
残
念

と
い
う
気
持
ち
に
も
な
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
来

年
に
向
け
て
、
が
ん
ば
る
ぞ
と
い
う
意
欲
が
湧
い

て
く
る
の
で
す
。『
龍
神
祭
』
を
通
し
て
集
落
の
親

睦
を
深
め
て
く
れ
る
と
と
も
に
、
五
穀
豊
穣
、
安

全
祈
願
の
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
『
龍
神
様
』。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
私
た
ち
谷
中
の
集
落
を
見

守
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。

水
を
つ
か
さ
ど
る
神
様

　

旧
下
館
市
の
伊
讃
地
区
に
あ
る
谷
中
は
、
国
道

２
９
４
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
五
所
街
道
を
西
に
向
か
い
、

大
谷
川
の
手
前
に
位
置
す
る
静
か
な
農
村
集
落
で
す
。

　

集
落
の
西
、
大
谷
川
に
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
に
『
八

龍
神
社
』
が
鎮
座
し
て
い
て
、
皆
か
ら
『
龍
神
様
』

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
『
龍
神
様
』

の
境
内
で
、
集
落
が
一
体
と
な
っ
て
毎
年
行
っ
て
い

る
の
が
『
龍
神
祭
』
で
す
。

　
『
龍
神
』
は
、
水
を
つ
か
さ
ど
る
神
様
と
し
て
、

日
本
各
地
で
様
々
な
形
で
信
仰
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
農
家
の
人
た
ち
に
と
っ
て
水
は
、
命
と
同
様
大

事
な
も
の
。
こ
の
よ
う
に
大
事
な
神
様
を
、
集
落
を

あ
げ
て
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
こ
の
集

落
に
ま
と
ま
り
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

旧
下
館
市
が
発
行
し
て
い
た
広
報
下
館
の
連
載

コ
ー
ナ
ー
『
ふ
る
さ
と
よ
も
や
ま
ば
な
し
』
で
紹
介

さ
れ
た
谷
中
に
つ
い
て
の
記
事
に
よ
る
と
、
以
前
は

旧
暦
の
２
月
と
10
月
に
、
各
家
庭
で
赤
飯
や
キ
ン
ピ

ラ
、
イ
モ
の
煮
っ
こ
ろ
が
し
な
ど
の
ご
馳ち

走そ
う

を
作
っ

て
食
べ
て
い
た
よ
う
で
す
。
現
在
は
、
農
作
業
が

一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
皆
一
堂
に
集
ま
る
よ
う
に
と
、



▼
日
時
＝
２
月
１
日
（
木
）
～
２
月
28
日

（
水
）
午
前
９
時
～
11
時
30
分
・
午
後
１
時

～
４
時
30
分　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

郵
送
可
（
２
月
１
日
～
２
月
10
日
当
日
消
印

有
効
）
▼
受
付
場
所
＝
市
役
所
２
階
研
修
室

Ｂ　

▼
要
項
・
市
指
定
申
請
書
様
式
＝
有
料

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:w

w
w

.city.
chikusei.lg.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

契
約
管
財
課
契
約
検
査
係　

内
線
３
５
２

▼
日
時
＝
２
月
１
日
（
木
）
～
28
日
（
水
）、

土
・
日
・
祝
日
は
除
く　

▼
対
象
＝
小
規

模
の
工
事
契
約
（
80
万
円
未
満
）
で
、
市
内

に
本
店
を
有
す
る
事
業
者　

※
建
設
工
事
に

つ
い
て
、
従
来
の
入
札
参
加
申
請
を
さ
れ
て

い
る
事
業
者
は
登
録
申
請
で
き
ま
せ
ん
。
▼

受
付
場
所
＝
市
役
所
本
庁
２
階
研
修
室
、
郵

送
不
可　

▼
要
項
・
市
指
定
申
請
書
様
式
＝

有
料　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:w

w
w

.
city.chikusei.lg.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

契
約
管
財
課
契
約
検
査
係　

内
線
３
５
２

　

本
薬
の
使
用
は
、
農
薬
の
容
器
に
表
示
さ

れ
た
使
用
上
の
注
意
事
項
に
従
い
、
防
護
装

備
（
防
護
マ
ス
ク
な
ど
）
の
着
用
、
施
用
直

後
の
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
の
被
覆
な
ど
を
確
実

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ

ン
剤
に
つ
い
て
は
、
使
用
直
後
、
周
辺
の
状

況
に
十
分
配
慮
し
て
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
◎
施
設
内
で
の
作
業
中
は
、
出
入
口
、

天
窓
、
側
窓
な
ど
を
開
け
通
気
を
行
う
。
◎

施
用
作
業
後
は
直
ち
に
密
閉
し
、
臭
気
が

残
っ
て
い
る
期
間
は
施
設
内
に
入
ら
な
い
。

◎
く
ん
蒸
後
の
作
業
で
ハ
ウ
ス
内
に
入
る
場

合
は
、
臭
気
が
無
く
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し

て
か
ら
十
分
換
気
し
た
後
に
入
室
す
る
。

　

ま
た
、
た
ば
こ
栽
培
な
ど
に
使
用
す
る
深

層
土
壌
く
ん
蒸
処
理
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の

処
理
法
に
適
し
た
機
材
を
使
用
し
、
薬
剤
注

入
の
深
さ
や
注
入
後
の
土
壌
鎮
圧
を
十
分
に

注
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
園
芸
畜
産
係  

TEL
　

20
　

１
１
６
１

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
源
は
ガ
ン
、

カ
モ
な
ど
の
野
鳥
と
も
言
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
愛
玩
鶏
飼
養
者
も
本
病
発
生
予
防
の
た

め
に
①
屋
外
で
の
飼
育
の
自
粛（
舎
内
飼
育
）

②
防
鳥
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
野
鳥
の
侵
入
防

止　

③
飼
育
場
所
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
消
毒

と
出
入
り
の
制
限
な
ど
に
改
め
て
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
突
然
多
数
の
飼
育
鶏
が
死
亡
す

る
な
ど
、
普
段
と
違
っ
た
様
子
が
見
ら
れ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
左
記
ま
で
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
鶏
卵
・
鶏
肉
を
食
べ
て
本
病
が

感
染
し
た
例
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。　

■
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
県
西
家
畜
保
健
衛
生
所

　

TEL
　

52
　

０
３
４
５

　

市
役
所
農
政
課
園
芸
畜
産
係

　

TEL
　

20
　

１
１
６
１

　

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
①
弔
慰
金
の
受
給
権
者　

②
戦

没
者
な
ど
の
子　

③
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関

係
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
戦
没
者
な
ど
と
氏

が
同
じ
で
あ
る
⑴
父
母　

⑵
孫　

⑶
祖
父
母

⑷
兄
弟
姉
妹　

④
前
記
③
以
外
の
⑴
父
母　

⑵
孫　

⑶
祖
父
母　

⑷
兄
弟
姉
妹　

⑤
前
記

①
～
④
以
外
の
遺
族
で
戦
没
者
な
ど
の
死
亡

当
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
三
親
等
以
内
親
族　

※
た
だ

し
、
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
で
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
人

▼
請
求
期
限
＝
平
成
20
年
３
月
31
日　

※
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課　

内
線
２
５
４

　

関
城
福
祉
課　

内
線
３
５
４

　

明
野
福
祉
課
（
あ
け
の
元
気
館
内
）

　

TEL
　

52
　

５
２
５
２　

内
線
１
１
４

　

協
和
福
祉
課　

内
線
２
２
３

　

勤
行
緑
地
の
都
市
計
画
変
更
に
つ
い
て
、

平
成
19
年
１
月
11
日
付
で
区
域
の
変
更
が
決

定
さ
れ
、
茨
城
県
か
ら
図
書
の
送
付
を
受
け

2007.2.12007.2.1

平
成
18
・
19
年
度
入
札
参
加
定
期

申
請

平
成
18
・
19
年
度
小
規
模
工
事
等

契
約
希
望
者
登
録
申
請

愛
玩
鶏
飼
養
者
の
み
な
さ
ん
へ

ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
剤
な
ど
の
土
壌

く
ん
蒸
剤
の
適
正
使
用
に
つ
い
て

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
へ

勤
行
緑
地
の
区
域
が
変
更
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ま
し
た
。
都
市
計
画
変
更
決
定
図
書
の
閲
覧

が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
左
記
に
よ
り

来
庁
の
う
え
申
し
出
く
だ
さ
い
。（
随
時
）

▼
閲
覧
場
所
＝
市
役
所
第
１
分
庁
舎
３
階
、

都
市
整
備
部
公
園
街
路
課　

▼
閲
覧
時
間
＝

開
庁
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ

　

公
園
街
路
課
公
園
係  

TEL
　

20
　

１
１
７
９

　

共
済
期
間
が
３
月
31
日
（
土
）
で
終
了
し

ま
す
。
継
続
及
び
新
規
加
入
の
手
続
き
を
２

月
１
日
（
木
）
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

▼
共
済
期
間
＝
平
成
19
年
４
月
１
日
（
日
）

～
平
成
20
年
３
月
31
日
（
月
）　

▼
会
費
＝

大
人
９
０
０
円
／
中
学
生
以
下
５
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
会
費
を
添
え
て
市
役
所
、
川

島
出
張
所
、
各
支
所
窓
口
へ　

■
問
い
合
わ
せ　

　

市
民
安
全
課
交
通
安
全
係

　

内
線
２
４
３
・
２
５
２

　

道
路
や
公
園
な
ど
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
３
月
４
日
（
日
）
午
前
８
時
～
小

雨
決
行　

▼
収
集
方
法
＝
空
き
缶
・
空
き
ビ

ン
・
紙
く
ず
に
分
類
し
透
明
袋
に
入
れ
て
集

積
所
へ　

▼
集
積
場
所
＝
本
城
町
下
館
公

園
、
市
役
所
駐
車
場
、
西
谷
貝
集
落
セ
ン

タ
ー
、
飯
島
集
落
セ
ン
タ
ー
、
川
島
公
民
館

竹
島
公
民
館
、
養
蚕
公
民
館
、
五
所
公
民
館

中
公
民
館
、
河
間
公
民
館
、
大
田
公
民
館
、

野
殿
転
作
研
修
促
進
セ
ン
タ
ー
、
幸
町
児
童

会
館
、
嘉
田
生
崎
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

内
線
２
６
０
・
２
６
５

　

国
土
交
通
省
で
は
、
利
根
川
水
系
鬼
怒

川
・
小
貝
川
の
国
が
管
理
し
て
い
る
区
間
に

つ
い
て
、
関
係
住
民
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え

た
『
利
根
川
水
系
鬼
怒
川
・
小
貝
川
河
川
整

備
計
画
』
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
２
月
９
日
ま
で
）http://w

w
w

.ktr.m
lit.

go.jp/shim
odate/plan/

■
問
い
合
わ
せ　

　

関
東
地
方
整
備
局
下
館
河
川
事
務
所

　

TEL
　

25
　

２
１
７
１

　

プ
ー
ル
水
の
入
替
、
機
械
の
保
守
点
検
な

ど
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。
ま
た
、
公
園

全
体
も
休
館
と
な
り
ま
す
。

▼
臨
時
休
館
日
＝
２
月
20
日
（
火
）
～
23
日

（
金
）　

※
19
日
（
月
）
は
通
常
休
館
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
っ
と
ラ
ン
ド
・
き
ぬ

　

TEL
　

30
　

４
１
２
６

　　

広
報
筑
西
ピ
ー
プ
ル
10
月
15
日
号
で
募
集

し
た
関
城
地
内
の
市
道
愛
称
に
、
多
数
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
三
道
～

舟
生
線
は
『
フ
ル
ー
ツ
通
り
』、
井
上
～
木

戸
線
は
『
黒
子
西
通
り
』
に
決
定
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
『
梨
想
の
会
』
黒
岩
貞
吉

　

TEL
　

37
　

６
０
４
８

　

き
れ
い
な
川
は
ま

ち
の
誇
り
・
勤
行
川

に
鮭
を
増
や
そ
う

　

鮭
が
回
帰
す
る
南

限
で
あ
る
利
根
川
水

系
の
勤
行
川
に
鮭
を

放
流
す
る
こ
と
で
、

生
命
の
た
く
ま
し
さ

や
水
質
保
全
の
大
切
さ
を
考
え
ま
す
。
▼
日

時
＝
２
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時
45
分
受
付

開
始
、
２
時
開
会
、
５
時
閉
会　

▼
場
所
＝

ア
ル
テ
リ
オ
１
階
集
会
室　

▼
内
容
＝
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

▼
参
加
費
無
料　

▼
主
催
＝
し
も
だ
て
紫
水
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
問
い
合
わ
せ

　

高
野
雅
行　

TEL
　

25
　

１
６
６
２

▼
日
時
＝
２
月
10
日
（
土
）
午
後
２
時
～　

▼
場
所
＝
関
本
公
民
館
・
図
書
室　

 

▼
対

象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護
者 

▼
内

容
＝
絵
本
『
つ
き
か
ら
き
た
う
さ
ぎ
』『
お

ば
け
の
バ
ー
バ
パ
パ
』、
紙
芝
居
『
い
っ
す

ん
ぼ
う
し
』『
な
が
ぐ
つ
を
は
い
た
ね
こ
』

■
問
い
合
わ
せ

　

夢
く
ら
ぶ　

小
川

　

TEL
　

37
　

３
５
５
６

　
▼
日
時
＝
２
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
・
和

室　

▼
対
象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護

者 

▼
内
容
＝
絵
本
朗
読
『
ゆ
き
の
ひ
の
お

は
な
し
』『
カ
タ
ツ
ム
リ
』、
紙
芝
居
『
お
お

き
く
な
り
た
い
な
』、
歌
『
雪
』
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

読
み
聞
か
せ
の
会
・
て
る
て
姫

　

飯
山　

TEL
　

57
　

６
７
８
２

▼
日
時
＝
２
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
・
和

室
▼
対
象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護

者
▼
内
容
＝
絵
本
『
で
て
こ
い　

で
て
こ
い
』

紙
芝
居
『
お
ば
け
ち
ゃ
ん
と
お
こ
り
ん
ぼ
マ
マ
』

手
に
ん
ぎ
ょ
う
『
よ
く
ば
り
な
犬
』
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

協
和
お
は
な
し
会

　

岩
渕　

TEL
　

57
　

４
４
９
８

　

 
 

　

      

　 　
県
民
交
通
災
害
共
済
加
入
手
続
き

第
４
回
下
館
地
区
ク
リ
ー
ン
作
戦

鬼
怒
川
・
小
貝
川
を
考
え
よ
う

『
ほ
っ
と
ラ
ン
ド
・
き
ぬ
』
臨
時

休
館
の
お
知
ら
せ

筑
西
市
道
の
愛
称
決
定

W
ellcom

e 

サ
ー
モ
ンat

筑
西

読
み
聞
か
せ
（
協
和
公
民
館
）

協
和
お
は
な
し
会（
協
和
公
民
館
）

読
み
聞
か
せ
（
関
本
公
民
館
）
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▼
日
時
＝
２
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時
～

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本『
え
ん
そ
く
ば
す
』紙
芝
居『
こ

ぶ
た
の
こ
ろ
ち
ゃ
ん
』

■
問
い
合
わ
せ　

野
ば
ら
の
会

　

小
薬  

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
日
時
＝
３
月
４
日
（
日
）　

開
場
午
後
１

時
30
分
／
開
演
２
時　

▼
場
所
＝
筑
西
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル　

▼
曲
目
＝
祝
典
の
た
め
の

音
楽
、パ
イ
レ
ー
ツ
オ
ブ
カ
リ
ビ
ア
ン
、シ
ャ

ル
・
ウ
ィ
・
ダ
ン
ス
、
刑
事
ド
ラ
マ
テ
ー
マ

集
、
日
本
の
歌　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
＝
に
し

ん
や
（
TEL
　

22
　

３
６
６
０
）

■
問
い
合
わ
せ

　

し
も
だ
て
吹
奏
楽
団

　

須
藤　

TEL
０
９
０

８
８
９
１

５
１
４
４

▼
募
集
戸
数
＝
車
椅
子
対
応
住
戸
３
戸　

▼

対
象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
障
害
者

手
帳
を
所
有
し
、
日
常
生
活
で
車
椅
子
を
使

い
、
同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、
世
帯
の
月

額
所
得
が
20
万
円
以
下
（
裁
量
世
帯
は
月
額

所
得
が
26
万
８
千
円
以
下
）
で
、
市
町
村
税

を
完
納
し
て
い
る
人　

▼
場
所
＝
み
ど
り

町
１
丁
目
10　

▼
間
取
り
＝
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
和

室
６
帖
、
洋
室
６
帖
、
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン

グ
、キ
ッ
チ
ン
）　

▼
附
帯
設
備
＝
エ
レ
ベ
ー

タ
ー　

▼
戸
数
は
Ａ
タ
イ
プ
３
戸
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
駐
車
場
＝
各
戸
１

台
分　

▼
家
賃
＝
入
居
す
る
世
帯
の
所
得
に

よ
り
決
定
（
３
万
１
千
円
～
６
万
８
千
円
程

度
）　

▼
入
居
予
定
＝
平
成
19
年
４
月
上
旬

▼
申
し
込
み
＝
２
月
28
日
（
水
）
ま
で
に
市

建
築
課
備
え
付
け
の
申
込
書
に
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
建
築
課
住
宅
係　

内
線
７
２
６
１

▼
内
容
＝
『
ひ
な
祭
り
』
向
け
の
花
を
飾

り
ま
す
。
▼
日
時
＝
３
月
１
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分 

▼
会
場
＝
し
も
だ

て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ク
ラ
フ
ト
室　

▼

募
集
人
数
＝
先
着
15
人　

▼
材
料
費
＝
２
，

０
０
０
円
程
度
（
当
日
徴
収
）
▼
持
参
物
＝

花
ば
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
な
ど　

▼

申
込
開
始
＝
２
月
８
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

交
流
推
進
係　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

▼
内
容
＝
籐
で
パ
ン
皿
を
作
り
ま
す
。
▼

日
時
＝
３
月
１
日
（
木
）、
８
日
（
木
）、
15

日
（
木
）、
22
日
（
木
）　

午
前
９
時
30
分
～

正
午 

▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
室　

▼
募
集
人
数
＝
先
着

10
人　

▼
材
料
費
＝
１
，０
０
０
円
程
度（
当

日
徴
収
）
▼
持
参
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用

具
な
ど　

▼
申
込
開
始
＝
２
月
７
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら　

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

交
流
推
進
係　

TEL
　

23
　

１
６
１

　

幼
児
期
の
食
事
は
一
生
使
う
体
の
基
礎
を

作
り
ま
す
。
食
品
添
加
物
に
つ
い
て
学
び
ま

し
ょ
う
。
▼
日
時
＝
３
月
23
日
（
金
）
午
後

２
時
～
３
時
30
分
（
受
付
午
後
１
時
15
分
～

45
分
）　

▼
場
所
＝
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
０
歳
～
６
歳
ま
で

の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
、
食
品
添
加
物
に

興
味
の
あ
る
人　

▼
テ
ー
マ
＝
食
の
本
当
の

豊
か
さ
と
は　

▼
講
師
＝
食
品
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
『
阿
部
司
』
氏　

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
２
月
15
日
（
木
）
～
３
月
９

日（
金
）午
前
９
時
～
午
後
４
時（
時
間
厳
守
）

に
電
話
ま
た
は
直
接
、
下
記
へ　

▼
定
員

＝
先
着
５
０
０
人　

▼
託
児
＝
申
し
込
み

時
に
申
し
出
で
く
だ
さ
い
（
先
着
30
組
）

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

▼
日
時
・
テ
ー
マ
＝
３
月
７
日
（
水
）
…

い
ち　

に
の　

さ
ぁ
～
ん
ッ
！
／
３
月
14

日
（
水
）
…
う
た
っ
て　

お
ど
っ
て
／
３
月

28
日
（
水
）
…
大
き
く
な
っ
た
ね　

▼
時
間

＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

▼
募
集
人

数
＝
先
着
各
30
組　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
申

し
込
み
＝
２
月
15
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
、
左
記
へ　

＊
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
の
は
、
市
内
在

住
の
０
歳
～
６
歳
ま
で
の
未
就
園
の
子
ど
も

と
保
護
者
で
す
。
※
初
め
て
の
人
は
、
利
用

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
持
参
）

電
話
の
場
合
、
印
鑑
は
後
日
持
参
。

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

TEL
　

25
　

３
１
４
１

▼
内
容
＝
親
子
で
マ
ジ
ッ
ク
に
挑
戦
し
よ
う

　　　

▼
日
時
＝
２
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正

午　

▼
会
場
＝
協
和
公
民
館
１
階
総
合
ホ
ー

ル　

▼
対
象
者
＝
園
児
・
児
童
（
小
学
１
年

生
と
２
年
生
）
と
そ
の
保
護
者　

▼
募
集
人

数
＝
先
着
20
組　

▼
参
加
費
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

協
和
公
民
館

　

TEL
　

57
　

２
５
１
１　

内
線
３
３
３

読
み
が
た
り

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
７

　今日一日であなたは何種
類の食品添加物を口にしま
したか。かつて食品添加物
の専門商社に勤めた『阿部
司』氏が、私たちが普段何
気なく口にしている食品の

『裏側』を語る。

地
域
交
流
『
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室
』
参
加
者
募
集

地
域
交
流
『
籐
工
芸
教
室
』（
全

４
回
）
参
加
者
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
『
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
』
参
加
者
募
集

み
ど
り
町
市
営
住
宅
２
号
棟

入
居
者
追
加
募
集

＝
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

３
月
企
画
あ
そ
び
参
加
者
募
集

＝
見
て
、
聞
い
て
驚
き
・
食
品
添
加
物

子
育
て
講
演
会
参
加
者
募
集
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Information
　

美
し
い
日
本
５
０
０
選
に
認
定
さ
れ
て
い

る
真
壁
コ
ー
ス
を
石
、
蔵
、
登
録
建
造
物
、

ひ
な
ま
つ
り
を
愛
で
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
公

式
パ
ス
ポ
ー
ト
に
参
加
証
明
押
印
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
18
日
（
日
）
受
付
午
前
９
時

30
分
、
ス
タ
ー
ト
10
時　

▼
集
合
場
所
＝
桜

川
市
真
壁
第
一
体
育
館
駐
車
場　

▼
参
加
費

＝
５
０
０
円
（
保
険
料
・
記
念
品
な
ど
含
む
）

当
日
徴
収
、
当
日
参
加
も
可　

▼
申
し
込
み

＝
①
氏
名　

②
住
所　

③
電
話
番
号　

④
年

齢
を
明
記
の
う
え
、
２
月
10
日
（
土
）
ま
で

に
ハ
ガ
キ
ま
た
は
℻  
で
下
記
へ　
　

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み　
　
　

　

市
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　

筑
西
市
藤
ヶ
谷
１
１
５
８

－

２　

鳥
生
厚
夫

　

TEL
・
℻  
20
　

３
３
８
６　

▼
日
時
＝
３
月
４
日
（
日
）
▼
受
付
＝
午
前

８
時
20
分 

▼
会
場
＝
下
館
総
合
体
育
館　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
※
中
学
生

は
卓
球
協
会
登
録
者　

▼
競
技
種
目
＝
男
女

シ
ン
グ
ル
ス　

▼
費
用
＝
６
０
０
円
（
当
日

徴
収
）　

▼
申
込
期
限
＝
２
月
14
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

筑
西
市
卓
球
協
会
事
務
局

　

生
井　

TEL
　

22
　

７
５
２
３

　

第
２
期
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

（
ま
た
は
麻
し
ん
・
風
し
ん
）
の
予
防
接
種

を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
３
月
31
日
ま
で
に

『
子
ど
も
の
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
』
で

早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
推
進
課　
　
　

TEL
　

24
　

２
２
６
７

　

※
２
月
４
日
以
降
は
TEL
　

22
　

０
５
０
６

▼
日
時
＝
２
月
27
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分　

▼
会
場
＝
茨
城
県
筑
西

合
同
庁
舎
１
階
大
会
議
室　

▼
内
容
＝
講
演

『
全
身
性
エ
リ
ト
マ
ト
ー
デ
ス
の
治
療
と
日

常
生
活
に
つ
い
て
』、
質
疑
応
答　

▼
講
師

＝
筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科

伊
藤
聡
先
生　

▼
対
象
者
＝
患
者
、
家
族
、

関
係
者
、
そ
の
他
関
心
の
あ
る
人　

▼
参
加

費
＝
無
料　

▼
参
加
人
員
＝
70
人
程
度　

▼

申
込
期
限
＝
２
月
16
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

筑
西
保
健
所
保
健
指
導
課
・
難
病
担
当

　

TEL
　

24
　

３
９
１
１

▼
日
時
＝
２
月
19
日
（
月
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
筑
西
遊
湯
館　

▼

募
集
人
数
＝
先
着
20
人
程
度　

▼
申
し
込

み
＝
当
日

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
遊
湯
館　
　

TEL
　

33
　

５
１
５
１

▼
日
時
＝
２
月
14
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
正

午　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

▼
場
所

＝
協
和
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
推
進
課　
　
　

TEL
　

24
　

２
２
６
７

　

※
２
月
４
日
以
降
は
TEL
　

22
　

０
５
０
６

第
２
回
筑
西
市
民
卓
球
大
会

参
加
者
募
集

小
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
へ

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
無
料
体
験
教
室

連　絡
問い合わせ

広報広聴課
広聴係

TEL 24-2111
内線 314

申し込み

事前申込不要
（当日来訪順に受付）

2月13日（火）
午前９時～電話予約
（先着8人）

相談員

（人権擁護委員）   
田 崎 善 彦
橋 本 良 子

行政相談委員
（総務大臣委嘱）

弁 護 士 

相談会場

市民会館
１階
会議室

相談日時

2月22日（木）
午後１時～３時

区分

人権相談

行政相談

法律相談

＊人権・行政・法律相談に応じます  ＊費用＝無料　＊対象＝市内在住の人
□人権相談　　子ども（いじめや体罰）・女性（ＤＶ・セクハラ）・高齢者・障害者に対する
　　　　　　　人権問題や、夫婦・家庭内の問題、近隣トラブルなどの相談
□行政相談　　国・県・市町村の行政サービスに関する苦情やご意見などを伺います。
□法律相談　　金銭貸借・土地の境界・遺産相続・家庭問題など解決策を助言します。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

生
活
の
困
り
ご
と
相
談

難
病
講
演
会

愛
の
献
血
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人口＝男 55,248 人　女 56,338 人　計 111,586 人　世帯数＝ 34,835 世帯（平成 19 年１月１日現在・常住人口）

　

成
人
式
を
取
材
、
今
年
の
新
成
人

が
生
ま
れ
た
20
年
前
は
バ
ブ
ル
景
気

の
真
っ
只
中
で
、
今
と
は
隔
世
の
感

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
新
成
人
の

夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
表
情
は
、

20
年
前
と
同
様
な
は
ず
。
彼
ら
の
つ

く
る
未
来
の
筑
西
が
、
素
晴
ら
し
い

ま
ち
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…
。（
∞
）

　
「
子
ど
も
た
ち
に
あ
い
さ
つ
さ
れ

る
と
寒
さ
な
ん
か
忘
れ
ち
ゃ
う
よ
」

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
中
地
区
の
村む
ら
か
み上

叶か
の
う

会
長
は
、
子
ど
も
た
ち
を
守

る
た
め
、
今
日
も
通
学
路
に
立
つ
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
絶
や
さ
な

い
た
め
に
、
私
た
ち
も
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。　
（
ま
）

　

取
材
で
行
っ
た
宮
山
ふ
る
さ
と
公

園
（
明
野
）
の
キ
ャ
ン
プ
場
付
近
で

蝋ろ
う
ば
い梅
が
満
開
で
あ
る
。
客
人
が
な
く

冬
枯
れ
の
寂
し
い
北
側
斜
面
で
、
淡

い
黄
色
の
花
と
落
ち
つ
い
た
芳
香
が

風
情
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
。
是
非
と

も
お
出
ま
し
を
。
協
和
の
農
業
資
料

館
隣
の
蝋
梅
も
見
事
で
あ
る
。 （
も
）

市役所機能の一部が
スピカ分庁舎に移転します

スピカ分庁舎３階
部　　　　　署 電話番号 業務開始日

下水道部 下水道業務課 ２２－０５０３ １月 29 日（月）
下水道工務課 ２２－０５０４

水道部（下館）水道業務課 ２２－０５０１
水道施設課 ２２－０５０２

保健福祉部 保健推進課 ２２－０５０６ ２月５日（月）
教育委員会 学務課 ２２－０１８１

施設整備課 ２２－０１９１
指導課 ２２－０１８４
生涯学習課 ２２－０１８２
文化課 ２２－０１８３
青少年センター ２４－６０８１

スピカ分庁舎４階
部　　　　　署 電話番号 業務開始予定

経済部 商工観光課 ２０－１１６０ ３月下旬
農政課 ２０－１１６１
ふるさと整備課 ２０－１１６２
農業集落排水課 ２０－１１６３
不要品活用センター ２２－０５０７
消費生活センター ２１－０７４５

建設部 土木課 ２０－１１７３
道路維持課 ２０－１１７４
建築課 ２０－１１７７

都市整備部 都市計画課 ２０－１１７８
公園街路課 ２０－１１７９
区画整理課 ２０－１１８１
都市整備課 ２０－１１８２
宅地開発課 ２０－１１７６
まちづくり課 ２０－１１７２

農業委員会 ２０－１１６７

広報筑西ピープル１月 15 日号でお知らせしたとおり、市は下館駅北口駅前にあるスピカビルの３階・４階を
スピカ分庁舎として整備し、一部機能を移転します。車で来庁する場合は、下館駅前駐車場（立体駐車場と平
面駐車場）を利用ください。駐車場入場券を各課窓口へ持参すると駐車料金は無料となります。
■スピカ分庁舎所在地／筑西市丙３６０

ろうばい（蝋梅）。名前の由来は花が蝋細
工のように油を含んで半透明であること
から。葉に先だち香気の花を咲かせる。
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